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城西国際大学水田記念図書館 

図書館だより  

スイスの大学には入学式がないって本当？ 

薬学部 齋藤 カルメン  

 3 月になりましたので、もうすぐ卒業や入学のシーズンが始まります。皆さんは小中高大で何度も参

加したことがある入学式ですが、私は 2 年前の春、JIU に着任して初めて経験しました。そうです、私

の母国スイスでは、大学だけでなく、小中高にも入学式が存在しません。また、成人式や休み前後に行

われる始業式や終業式も、スイスにはありません。始まりと終わり、そして成長を感じさせてくれる、

私が好きになった日本の式典文化ですが、なぜスイスにはそのような文化が存在しないのでしょうか。 

 その理由はスイスの歴史や社会構造にあるかもしれません。中世の時代、現在のスイスは多数の小さ

な領地に分かれており、それらは貴族や諸侯によって支配されていました。その中でも重要な部分は、

ヨーロッパで最も強力な王朝の一つであるハプスブルク家の支配下にありました。展開が訪れたのは、

スイスの建国日とされる 1291 年 8 月 1 日でした。この日、スイスの最初の 3 つの州であるウーリ

州、シュヴィーツ州、ウンテルワルデン州の人々が同盟を結びました。この同盟は連邦書に記録され、

スイス連邦の基礎と見なされています。連邦書に強調されている内容は、紛争における相互支援、共通

の自由の保護、そして外部、特にハプスブルク家の支配からの独立です。その後、スイスは独立と自治

を守りながら発展し、個々の自由や実用性が重視されるようになりました。特に、中央集権的な支配を

拒む歴史が、地域や個人の自立心を育み、形式ばらない実用的な文化を形成してきたと言えます。 

現在のスイスは、北海道の約半分の面積で 4 つの公用語を持ち、26 の自治州がそれぞれの独自性を

尊重しつつ連邦制を維持しています。このような背景から、スイスでは、生活や社会の中で「実用性」

が優先される傾向があり、個々の生活や成長の節目を象徴的に祝う式典は最小限に留められているので

しょう。つまり、スイスでは「集団としての儀式」よりも「個人の実用性や自由」を重視する文化が根

付いているのだと考えられます。 

 ヨーロッパの中心に位置する、小さいながらも独特な国であるスイスについてもっと知りたい方には、

本学図書館にある以下の本をおすすめします。 

 ► 踊 共二監修『一冊でわかるスイス史』河出書房新社（2024） 

 ► 美根慶樹著『スイス歴史が生んだ異色の憲法』ミネルヴァ書房（2003） 

► R.ジェイムズ・ブライディング著『スイスの凄い競争力』日経 BP 社（2014） 
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◆開館カレンダー◆ 

 

 

 

 
 

 

 

 

□開館    9：00－20：00 

■土曜日開館 9：00－17：00 

■開館    9：00－17：00 

■休館 

東金図書館閉館後はネットラウンジをご利用ください（21：00 まで開放）。 

※休館・開館時間は変更することがあります。詳細はホームページ、X で 

ご確認ください。 

 

使ってみようよ ライブラリエ 
 

蔵書点検では、資料一冊一冊のコードを読み取り、所蔵デ

ータと照らし合わせ、図書館の資料が正しい場所に並んで

いるか、行方不明になっていないかを点検します。ほしい資

料があるはずの場所にないというようなことがないよう

に、みなさんにより快適にご利用いただくための作業です。 

ご不便をおかけいたしますが、ご理解の程よろしくお願

いいたします。 

 
紀尾井町 

キャンパス 

まだ一度も電子図書館・ライブラリエを利用したことがないという方にぜひ使ってほしいので、ここでひ

とつ、利用してみて感じる電子書籍の良いところを！ 

まず便利だなと思ったのは、当たり前のことですが、本を持ち歩かずに読書ができること。小ぶりの鞄を

持って出かけたい、荷物をできるだけ軽くしたい時に悩ましいのが、意外とかさばる文庫本。でも本好きな

方は、本を持たずに出かけるのは不安ですよね。そんな時にピッタリなのが電子書籍。スマホで乗換案内を

チェック、そしてライブラリエにログインし片手でページをスクロール。電子書籍はワンハンドで操作可能

なので混みあった電車内でも楽々です。出先では電子書籍を、自宅では本をと使い分けもできますね。 

 便利なうえ、試し読みができる電子書籍もあるので、普段あまり本を読まない人も、気軽にライブラリエ

を開いてみては？ 返却し忘れても 1週間を過ぎると自動的に返却されるので、延滞の心配もありません。 

本学学生なら誰でも ID=学籍番号、PW=生年月日でログインできます。教職員の方は図書室カウンターま

たは library@jiu.ac.jpへお申込みいただくと、ID・PW を発行いたします。まずは使ってみよう！ 

 

 

 
以下の日程で、蔵書点検を 

実施いたします。 

2025 年 3月 12日(水)～ 

3 月 20日(木) 

蔵書点検期間中は休館となります。 

 

 

 朝日・日本経済・読売・毎日・産経・東京、合計 6 誌の新聞書評に掲載され

た本をその書評とともに展示しているコーナーです。 

書評の書き手は、文芸評論家、作家、大学教授、元スポーツ選手、雑誌編集

長、美術史家、エッセイスト、臨床心理士など、各分野の第一線で活躍されて

いる方々です。 

日々たくさんの本が出版されていますが、その中から読みたい本を選ぶのは

中々大変です。書評を読んで、興味を持った本をぜひ手に取ってみてください。

普段自分では選ばないような本との新しい出会いがあるかもしれません。 

 

 東金 

キャンパス 


